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梅
に
は
種
々
雅
な
名
が
付
い
て
い
る
が
、
白
梅
に 

「
鷺
宿
」
と
は
。

梅
に
鷺
と
は
よ
くt
亭
う
が
、
白
梅
に
は
鷲
を
宿
ら
せ
る
優
し
さ
や
香

り
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
元
来
梅
と
い
え
ば
「
白
梅
」
で
あ
り
、
紅

の
梅
は
「
紅
梅
」
と
呼
び
区
別
す
る
。
白
梅
な
ら
ば
こ
そ
「
鷺
宿
」
の

名
が
。日
本
の
美
し
く
長
閑
な
風
景
が
固
有
名
詞
で
生
き
た
句
で
あ
り
、

繊
細
な
味
わ
い
が
通
う
。 


